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 (2018 年 3 月 29 日 受理) 

 
 

「放射線に関するご質問に答える会」に用いた資料を英文化した。「放射線に関するご質問に

答える会」は、日本原子力研究開発機構が、東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子

力発電所事故後、主に福島県内において、広く公衆に放射線の理解を深めてもらうことを目的

に、2011 年 7 月の開始以来、2013 年 2 月末までに合計で 220 回実施した説明会である。多く

の図表を用いて視覚的に理解しやすく、平易な文章で作成されている「放射線に関するご質問

に答える会」資料は、原子力及び放射線に関する知識普及のためのアウトリーチ活動の促進、

支援に本格的に取り組んでいる国際原子力機関からの関心が寄せられ、2017 年 5 月に開催さ

れたアジア原子力技術教育ネットワーク会合において、資料の提供依頼を受けた。日本の経験

を共有する国際貢献の観点から、日本で使用実績のある本資料を英文化し、海外のアウトリー

チ活動の教材としても活用できるよう提供する。 
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English translation of the material used at "Meeting to Answer Questions on 
Radiation" was made. "Meeting to Answer Questions on Radiation" was planned, just after 
the TEPCO Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant Accident, by Japan Atomic Energy 
Agency (JAEA) with the purpose of providing comprehensive knowledge of radiation to 
the public. A total of 220 meetings was carried out from July, 2011 to February, 2013 
mainly in Fukushima prefecture. Since the material used in the meetings contains many 
charts and is easy to understand, it has drawn attention of the International Atomic 
Energy Agency (IAEA) who has in recent years actively supported outreach activities to 
disseminate knowledge on nuclear and radiation. At one of the IAEA meetings in May, 
2017, Asian Network for Education in Nuclear Technology (ANENT), it was requested to 
make it for the usage of all. Providing IAEA and the member states with the English 
translation of the material will be a meaningful contribution sharing the outreach activity 
experiences in Japan. 
 
 
 

+1 Nuclear Fuel Cycle Engineering Laboratories, Sector of Decommissioning and 
Radioactive Waste Management 

+2 Fukushima Environmental Safety Center, Fukushima Research Institute, Sector of 
Fukushima Research and Development 

*1 PESCO Co., Ltd. 
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1. はじめに

 
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（以下「原子力機構」という）原子力人材育成

センター（以下「人材育成センター」という）は、以前から国際的な原子力技術及び人材育

成の推進活動に協力している。国際的なアウトリーチ活動への協力として、平成 26 年に文

部科学省が作成した「みんなで学ぼう放射線の基礎―中学生用放射線学習資料―」を英文化

した 1)。本資料は、IAEA の技術協力局が進める「Nuclear Science and Technology to 
Secondary Schools」活動に使用され、既に関係各国で教材として用いられている。このほ

かにも日本のアウトリーチ活動の資料としては、他にも環境省が作成した「放射線による健

康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 28 年度版）」2)があり、また、日本科学技術振興

財団が運営する「放射線教育支援サイトらでぃ」3)では様々な教材を提供している。 
これらに対して「放射線に関するご質問に答える会」の資料には、後述する優れた特徴が

あり、また、日本の経験を諸外国、IAEA と共有し、関係各国のアウトリーチ活動に資する

ため、英文化することとした。 
 
 

2. 「放射線に関するご質問に答える会」の資料英文化について

 
2.1 「放射線に関するご質問に答える会」概要及び資料の特徴

原子力機構は、2011 年 3 月以降、東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発

電所の事故によって一般公衆に生じた放射線に対する不安をやわらげるため、放射線につ

いての説明及び質疑対応を内容とした「放射線に関するご質問に答える会」を実施してきた。

2011 年 7 月開始以来、2013 年 2 月末までに合計で 220 回実施され、約 17,200 人が参加し

た。現在は、主に原子力機構福島研究開発部門において、福島県内の小・中学校、幼稚園及

び保育園の児童・生徒・園児の保護者並びに学校の教員を対象に、「放射線に関するご質問

に答える会」を開催している 4)。 
「放射線に関するご質問に答える会」で用いられる資料 5)は、特に未就学児及び小中学生

の保護者が、子供への影響に対して大きな不安を持っていることを考慮し、放射線の特徴を

はじめ、人体への影響と生活環境中の放射線を中心に説明している。これは、放射線につい

て科学的な理解を深めることで、子供への影響力の大きい保護者や学校の教員に現状を適

切に把握してもらうことを意図している。 
さらに、「放射線に関するご質問に答える会」では、原子力機構の様々な分野の研究者、

技術者が対応することとなっていたため、資料を事前に原子力機構の放射線専門家が、一般

市民にとって理解し易い内容となるように留意して作成し、説明者がその資料を共有して

使うことによって、説明が平易になるとともに、説明内容に偏りが生じることを防いだ。 
一方で、同じ資料を用いると、形式的な説明に終始してしまうと考えられがちだが、「放

射線に関するご質問に答える会」では、参加者のニーズに応えるため、開催ごとに事前に質
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問を提示して貰い、本資料に基づく説明の後に、参加者からの質問に丁寧に答える時間を設

けた。本資料は、「放射線に関するご質問に答える会」で、未就学児及び小中学生の保護者

及び学校の教員に、基本となる情報を提供したものである。 
本資料の最後では、次のとおり、不要な不安を解消するための客観的なデータを平易な

文章でまとめるとともに、環境放射線の状況は今後も変化していくため、引き続き自主的

に情報を求めていくことが重要であることを示した。 
 

1. 私たちは、年間 2.4mSV（世界平均）の自然放射線を受けています。 
2. 100mSV より少ない放射線量では、ガンや白血病などの発生率への影響は、統計的

に明らかになっていません。 
3. ガンには様々な要因があります。喫煙などの生活習慣によるものは、比較的高い傾

向があります。 
4. 今後も引き続き、放射線に関する情報を入手しましょう。 

 
 
2.2 国際原子力機関のアウトリーチ活動との関わり

国際原子力機関（以下「IAEA」という）においても、近年、原子力及び放射線に関する

知識普及のためのアウトリーチ活動の促進、支援に本格化的に取り組んでいる。2017 年 5
月 15 日～19 日、IAEA が主催するアジア原子力技術教育ネットワーク（Asian Network 
for Education in Nuclear Technology、 以下「ANENT」という）6) の会合で「放射線に関

するご質問に答える会」の資料は、日本で実績のある資料として多数の出席者から興味が示

され、概要を紹介した。その際、ANENT メンバー国、IAEA の関係者より、多くの図表を

用いて視覚的に理解しやすいので、母国に持ち帰りアウトリーチ活動の教材として使いた

いという要望を受けた。 
ANENT では、2016 年からの新プロジェクトで、原子力に関する教育・訓練及びアウト

リーチ活動のネットワークを構築することを目標としている。これまで東南アジア地域の

みの参加で進められてきた活動だったが、レバノン、イラク、シリア、ヨルダン、UAE 等

の中東を新たに含め広域的な活動を行うネットワークとなった。今後は、IAEA とともに、

オーストラリア、韓国、タイ、インドネシア、マレーシア、フィリピン、ベトナム、バング

ラデシュ、スリランカ、イラン、イラク、ヨルダン、レバノン、パキスタン、UAE と、本

「放射線に関するご質問に答える会」英文資料を共有する。 
 
2.3 英文化における留意事項

今般の英文化作業においては、一般市民のニーズに応え、可能な限り、理解し易いことを

第一に作成された「放射線に関するご質問に答える会」資料の情報を維持することとした。 
「放射線に関するご質問に答える会」の資料の内容は次の構成となっている。 
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1. 放射線の基礎的事項 

放射線と放射能、半減期、自然界の放射線など 
2. 被ばくと人体影響など 

外部被ばく、内部被ばく、がんリスク、食品基準、放射性物質の野菜、水道水、井

戸水等への移動など 
 
一部、図表の出典の明確化、イラストのオリジナル化、図表及び文字がより見やすくなる

ように拡大する等の改善や、日本語を英訳しただけでは意味の通らない部分について、適宜

説明を加えた。 
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3. 「放射線に関するご質問に答える会」英文資料
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4. おわりに

 
日本では東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所事故後、国民が放射

線に対して過剰な不安を持たないよう、また、放射線を正しく理解することにより、冷静な

判断を持つことを支援するため、数多くのアウトリーチ活動がなされ、質の高い資料が作成

されている。しかし、資料が日本語であるため海外において利用できないのが現状である。 
前述のとおり、原子力機構が作成した「放射線に関するご質問に答える会」の資料は、公

衆に放射線の理解を深めてもらうことを目的に作成されたものである。本英文化資料は、こ

れから放射線の利用の促進や、原子力発電の導入を計画している国々における原子力の国

民理解促進に役立つと期待されるものである。日本のアウトリーチ活動資料を英文化して、

海外の人々が放射線に関して学べる資料を提供することは、国際的な原子力人材育成に大

きく貢献するものと考える。また、英文化することで得られる、海外から本資料に対する改

善に向けての提案などのコメントも期待したい。 
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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